
 

指導ポイント＆ヒント 

第 16 課 「213×３のかけざん」 

【指導内容】①（3 位数）×（1 位数）の掛け算の筆算の方法を理解する。 
      ②（3 位数）×（1 位数）で答えが 4 位数になる場合の計算方法を理解する。 
         ＊十の位・百の位で繰り上がりのある計算を含む。 
【 日本語】①「１単位[数]円の N」＋「～を[数]単位 V」  ＊Ｖは動詞 

（例）１ｍ213 円のリボンを３ｍ買いました。 
         ＊「１ｍ213 円のリボンがあります。それを３ｍ買いました。」と 2 文に分けて場

面を説明することが多かったが、ここからはなるべく例文のような複文に慣れ

させていく。 
 
 
【 概念図】   １ （3 位数）×（1 位数）で繰り上がりのない場合の筆算方法を理解させる。 
 
 
         ２ （3 位数）×（1 位数）で「百の位」で繰り上がりがある場合の筆算方法を 

理解させる。 
 
 
         ３ （3 位数）×（1 位数）で「百の位」と「十の位」の両方で繰り上がりがある 

場合の筆算方法を理解させる。 
 
 
         ４ （3 位数）×（1 位数）で繰り上がりがある計算に慣れさせる。 
 
 
【配慮事項】 ９課までで「掛け算の仕組み」が理解できたはずなので、10 課からなるべく教科書に近

い教え方にしました。しかし、繰り上がりのある筆算は、足し算の場合も含め、多くの子

どもが苦手とする単元です。そこで、本教材では次のような点に配慮して教科書を書き換

えました。 
      ①「筆算のやり方」のみを教え、「筆算の意味」はあえて教えないことにしました。 
        多くの教科書では次ページの図のように筆算の構造的な説明をしていますが、限られ

た補習時間と言葉と基礎知識の下でこの意味を理解するのはかなり難しいと思われま

す。また、2 位数を掛ける指導に入ったとき、似たような方法で計算するので混乱する

おそれもあります。そこで、本教材ではあえて機械的に方法を理解するにとどめました。 
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         ≪東京書籍の平成 17 年版≫      ≪教育出版の平成 14 年版≫ 
               
            300×３＝900             筆算の考え方 
             10×３＝ 30 
             2×３＝  6           ２５３ 
               ↓            ×   ３  
              ３１２               ９  ……   ×３ 
             ×  ３            １５０  ……   ×３ 
                ６           ＋６００  ……   ×３ 
               ３０ 
              ９００  
              ９３６  
 
        もちろん、補習時間もあり、言葉もある程度は通じ、基礎学習もしっかりとできてい

る子どもには「教科書通り」に「筆算の意味」も指導してください。 
 
      ②教科書では上記のように「筆算の意味」を丁寧に説明してありますが、「筆算の繰り上

がり」の計算方法は、説明していないか、説明があっても教科書によって異なっていま

す。繰り上がりの書き方は指導が難しく、本教材で示した方法も一長一短があり、他の

説明より良いというわけではありません。長所は、足し算のときに説明した「繰り上げ

た数の書き方」と同じであるという点です。足し算の繰り上げのとき、多くの教科書が

採用している「繰り上げた数を上に書く」という方法をとらなかった理由は、掛け算の

ときにも同じ書き方にしておいた方が混乱しないと大蔵が経験的にとらえていたから

です。 
 
         ≪足し算のときの繰り上げ表記≫    ≪掛け算のときの繰り上げ表記≫ 

上に小さく書く 
                １ 

              ３４５               ３４５ 
             ＋  ９              ×  ９ 
                ４     下に小さく書く     ４５ 
        
          これだと、同じ「繰り上げ」という作業なのに、2 つの方法を学ばないと 

いけない。 
 

本教材で採用している説明の仕方の短所は「教科書と違う」という点、つまり、在籍

学級の先生の指導法と違ってしまうという点です。学級坦任の指導法と違うということ

は、子どもが１つの学習内容を２つの方法で学ぶということです。それは子どもを混乱

させることになります。もし、この教材を在籍学級とほぼ同じ進度で使う場合は、この

課を利用せず、学級担任の指導方法に合わせてください。そうではなく、4 年生、5 年

生など上の学年の子どもで「掛け算の繰り上げ」が習得できていない場合は、この課を 

312×３ 
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指導してください。 
また、子どもが海外で別の方法を学んできた場合は、その方法を尊重してあげてくだ

さい。「計算方法」や「繰り上げの書き方」などは、あくまでも「手段」です。これは

「どの方法が正しい」、「どこの国の方法が正しい」という問題ではありません。 
 

 
    ③ ４の問題では繰り上がらない場合でも小さく数字を書かせるようにしました。 
     そうすると、「小さく書いた数どうし足す」という作業が忘れにくくなります。 
 
 

１ ６ ３ 
 
 ６×  
 

６ ３ ６ １

８ 
 
 
    一般的にはこの６は小さく書かず、暗算で６＋１をして７をこの欄に書き込みますが、それで

混乱する子供には、このようにいったん「６と１」を書いてから「７」を書き込ませるとよい

でしょう。百の位の６と３も同じ理由で小さく書かせるようにしました。 
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（3位数）×（1位数）で繰り上がりのない計算 

    １m  213 えんの リボンを ３m かいました。 

３ｍで だいきんは いくらになりますか。 

 

えん 

               ｍ 
 

16 213×３の かけざん                     

３ 

213

1 
メートル

ｍ 

  ① しきを かきましょう。 
 

    × ＝ 

         １m の ねだん    なん m かったか    だいきん 

  ② ひっさんの しきに しましょう。 

  

 

   

× 

  

 

 

 

③３×３の こたえを かきましょう。 

            ④１×３の こたえを かきましょう。 

⑤２×３の こたえを かきましょう。 
 

 ⑥３ｍで いくらに なりますか。       えん  
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（3位数）×（1位数）で百の位で繰り上がりがある計算 

  １m  253 えんの リボンを ３m かいました。 

３ｍで だいきんは いくらになりますか。 

 

 

    ０      １m       ２m      ３m 
 

253 

２ 

  ① しきを かきましょう。 
 

 ＝    × 

         １m の ねだん    なん m かったか    だいきん 

  ② ひっさんの しきに しましょう。 

  

 

１  
 

× 

  

 

 

 

③３×３の こたえを かきましょう。 

            ④５×３の こたえ１５を かきましょう。 

             １は ちいさく かきます。 

⑤２×３の こたえ６と ちいさくかいた １を 

たしたこたえ７を かきましょう。 
 

  ⑥３ｍで いくらに なりますか。        えん  
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（3位数）×（1位数）で十の位と百の位で繰り上がりがある計算 

  １m  258 えんの リボンが ３m で いくらに なりますか。 

                  えん 

               258 えん 

 

 

    ０      １m       ２m      ３m 

 

３ 

  ① しきを かきましょう。 

 

         １m の ねだん    なん m かったか    だいきん 

   × ＝ 

② ひっさんの しきに しましょう。 

 

 

 

 

 

③８×３の こたえ２４を かきます。 

             ２は ちいさく かきます。 

            ④５×３の こたえ１５を かきましょう。 

             ５は ちいさく かきます。 

１も ちいさく かきます。 

             ⑤５＋２のこたえ７を かきます。 

⑥２×３の こたえ６と ちいさくかいた 

  

 

７
1 ５＋２ 

４

× 

 

 １を たしたこたえ７を かきましょう。 

⑦３ｍで いくらに なりますか。        えん  
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（3位数）×（1位数）で繰り上がりがある計算に慣れる 

  つぎの かけざんを ひっさんで しましょう。 

  （１）１６３×６        （２）３０２×８ 

 

４ 

 

 （１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

６×３＝１８の ８を かきます。 

１は ここに ちいさく かきます。 

６×６＝３６の３６を ちいさく かきます。 

６×１＝６の６を ちいさくかきます。

６＋３のこたえをかきます。 

６＋１のこたえをかきます。 

１ ６ 

６

８
６ １ 

８×２＝１６の ６を かきます。 

１は ここに ちいさく かきます。 

８×０＝０の０を ちいさくかきます。

８×３＝２４を かきます。 

０＋１のこたえをかきます。 

３ ０ 

８

 
０ １ 

４ ２ 

× 

２

６ ３

× 

３
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